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中国における生産拠点設立のお知らせ 
 

 当社は、拡大を続ける中国市場での事業展開を推進するため、中国広西壮族自治区梧州市外向型

工業園区に工業用樹脂を製造する生産拠点の設立を決定したことをお知らせいたします。 

 

１．生産拠点設立の経緯 

当社は第１次中期５ヵ年経営計画（平成１５年４月～平成２０年３月）におきまして、国際展開

の一環として中国における市場開拓を推進してまいりました。また、第２次中期５ヵ年経営計画（平

成２０年４月～平成２５年３月）におきましても、伸長著しいアジアを中心とした海外展開を推進

しております。 

 中国は当社主要原料であるガムロジンの世界最大の産地でもあり、また近年は急速な経済成長に

ともないロジン関連化学製品（製紙用薬品、印刷インキ・塗料用樹脂、粘着・接着剤用樹脂、合成

ゴム重合用乳化剤等）の需要も急増しております。当社ではこれまでに、平成７年(１９９５)に中

国の梧州市、香港、翌平成８年には厦門市にそれぞれ現地法人を設立。さらに平成１６年（２００

４）には、上海近郊の南通市に製紙用薬品の製造を中心とする生産拠点として南通荒川化学工業有

限公司を設立、また、中国におけるより安定的なロジンの確保と生松脂からロジンおよびロジン誘

導体までを一貫生産することによる効率化と品質の向上を目的に、梧州市に広西荒川化学工業有限

公司を設立するなど、中国における市場開拓を積極的に推進してまいりました。 
 このたび、中国国内での需要増加に対応すべく、梧州市工業園区管理委員会との基本合意による

「協議書」を締結し、生産拠点設立計画をスタートいたしました。 

 

２．生産拠点設立計画の概要 

 新会社として広西梧州荒川化学工業有限公司（仮称）を設立して梧州市外向型工業園区内に生産

設備を建設し、平成２２年中頃までには製造・販売を開始する予定であります。 

 顧客ニーズに的確に応えた粘着・接着剤用樹脂等の供給を通し、中国産業の発展に寄与するため、

中国内の関係会社との連携をはかりながら万全の体制で計画を推進してまいります。 



 

名称 広西梧州荒川化学工業有限公司（仮称） 

場所 中国広西壮族自治区梧州市外向型工業園区 

面積 約２万ｍ２ 

登録資本 約６００万米ドル 

資本構成 当社１００％出資 

生産品目 工業用樹脂（粘着・接着剤用樹脂など） 

生産量 約７千トン／年 

合意相手 中国広西梧州市工業園区管理委員会 

合意の性格 基本合意（本日「協議書」を締結） 

 

以上 

 

[参考資料] 

≪荒川化学グループ国際展開の歩み≫ 

明治 

  ９年１１月(1876) 荒川政七が大阪市東区伏見町２丁目に生薬商を開業 

昭和 

  ６年 １月(1931) 合資会社荒川商店に改組 

 １８年１１月(1943) 荒川林産化学合資会社に改称 

 ３１年 ９月(1956) 荒川林産化学工業株式会社に改組 

 ４２年 ５月(1967) 天立化学工業股 有限公司（現、台湾荒川化学工業股 有限公司）を設立 

 ４３年 ５月(1968) 台北駐在員事務所を開設 

 ５２年 ４月(1977) 荒川化学工業株式会社に改称 

 ５７年 ５月(1982) ARAKAWA CHEMICAL (USA) INC.を設立 

平成 

  ７年 ６月(1995) 梧州荒川化学工業有限公司を設立 

  ７年 ７月(1995) ARAKAWA CHEMICAL(THAILAND)LTD.を設立 

  ７年１０月(1995) 香港荒川化学有限公司を設立 

  ８年 ８月(1996) 厦門荒川化学工業有限公司を設立 

 １０年１１月(1998) ARAKAWA Europe GmbHを設立 

 １５年１１月(2003) 上海駐在員事務所を開設 

 １６年 ４月(2004) 南通荒川化学工業有限公司を設立 

 １６年 ６月(2004) 広西荒川化学工業有限公司を設立 

 


